
ファイザー株式会社 作成

『 エビデンスから考える
JAK阻害薬の最適な使用とは 』

2025年2月7日（金）12:00〜12:50

仙台国際センター 会議棟 3階 第3会場「白橿１」
〒980-0856 仙台市青葉区青葉山無番地

第173回
日本消化器内視鏡学会東北支部例会
ランチョンセミナー３

※中等症から重症の潰瘍性大腸炎の寛解導入と維持療法（既存治療で効果不十分な場合に限る）

演者 梁井 俊一 先生
岩手医科大学 内科学講座消化器内科分野 准教授

『 潰瘍性大腸炎の治療戦略
（5-ASA、チオプリン、ステロイド）』

日時

会場

共催
第173回日本消化器内視鏡学会東北支部例会
ファイザー株式会社

司会 櫻庭 裕丈先生
弘前大学大学院医学研究科 消化器血液免疫内科学講座 教授

ご登録いただきましたお名前、ご所属、メールアドレスなどの個人情報は、本講演会の管理運営、参加確認、集計報告ならびに弊社情報提供の向上や業務監査対応に利用させていただきます。また、当社が主催・共催する講演会、
セミナーなどに関する案内に利用させていただくことがあります。なお、当社の個人情報保護における方針はプライバシーポリシーをご参照ください。https://www.pfizer.co.jp/pfizer/privacy/index.html

2024年12月作成
XUC241220A共催セミナーの整理券配布はございません。

ご参加の皆様には、軽食をご用意しております。
（数に限りがあります）

演者 小林 拓 先生
北里大学北里研究所病院 炎症性腸疾患先進治療センター センター長
北里大学医学部 消化器内科学 准教授

講演１（12:00～12:25）

講演２（12:25～12:50）
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